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図 -1　PC 圧着構造の概要図
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写真 -6　載荷状況

PC 圧着した桟橋杭頭接合部の力学的挙動に関する実験および
解析的検討

Experimental and Analytical Studies on Mechanical Behavior of Precast 
Prestressed Concrete-Pile-Joint for Port Pier

池野 勝哉 1), 石塚 新太 1), 天谷 公彦 2), 前 嘉昭 2), 川端 雄一郎 3), 加藤 絵万 3), 岩波 光保 4)

Katsuya Ikeno 1), Arata Ishizuka 1), Kimihiko Amaya 2), Yoshiaki Mae 2), Yuichiro Kawabata 3), Ema Kato 3) and Mitsuyasu 
Iwanami 4)

要  旨
　港湾工事における桟橋上部工のプレキャスト化は、工
期短縮やコンクリート構造物の品質向上、海上作業の短
縮による事故リスクの低減といったメリットを享受でき、
省力化・省人化を実現できる有効な手段として期待され
ている。そこで著者らは、現地製作ヤードを必要とせず、
プレキャスト部材を全て工場製作および陸上運搬できる
方法として、桟橋上部工を杭頭部材と梁部材の 2 種類に
分割し、ポストテンション方式のプレストレスにより一
体化する「PC 圧着構造」を提案している。本論文では、
PC 圧着された杭頭接合部の力学的挙動に着目した交番載
荷実験を実施し、杭頭部の固定度や部材挙動および損傷
について考察した。また、プレストレスによる拘束効果
や損傷抑制、杭頭部材の形状が梁部材に与える影響につ
いて FEM 解析による検討を行った。
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図 -2　載荷実験のイメージ
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図 -10　小規模タンクの解析モデル 図 -12　津波水位－水平変位関係

CFRP により基部を面的固定した危険物屋外貯蔵タンクの剥離特性を
考慮した津波適用限界の評価

Evaluation on Applicable Limit of Tsunami Heights for Oil Storage Tank with 
Base Fixed Using CFRP by Considering Peeling Characteristics
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要  旨
　2011 年東北地方太平洋沖地震では、沿岸部に立地する
多くの石油タンクが甚大な被害を受けた。津波被害を受
けた石油タンクの約 90 % が 1,000 kL 未満である「小規模
タンク」に該当し、これらを対象とした津波漂流対策が
急務である。著者らは小規模タンクの津波漂流対策とし
て、CFRP によるタンク基部と RC 基礎の面的固定を提案
しており、これまでに実験や解析を通じてその効果を確
認している。しかし、津波波力が作用した際のタンク本
体と CFRP および RC 基礎と CFRP との剥離特性が明らか
になっておらず、本工法の適用範囲の設定が困難であっ
た。そこで本研究では、要素実験と再現解析から CFRP の
剥離特性を明らかにした上で、剥離特性を考慮した小規
模タンクの FEM 解析を実施し、本工法における津波適用
限界と対策効果を定量的に示した。
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